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学びの印象度チェックリスト
1　作成に当たって

本校ではこれまでも,一人一人の子どもに対して個人目標に対する評価を行うことで,授業実践

の充実を図り,一定の成果を挙げてきたと考える｡しかしながら,指導目標に対する評価が中心で

あり,目標達成した子どもの姿が見られたかどうかという点にウェイトが置かれていたと言える｡

ところで, ｢学び｣に焦点を当て,授業での目標達成に加え,子どもの思いを大切にすることで

｢学び｣が連続するのではないかと考えた場合,子どもの内面に目を向けながら,子どもの｢学び｣

をとらえていくことが大切である｡つまり,目標を達成したかどうかというこれまでの評価に加え

て, ｢学び｣を意欲や興味･関心等もっと幅広い視点からとらえていくことが必要である｡

以上のことから, ｢学びの印象度チェックリスト｣を作成･活用することで,授業改善を行った

結果,どういった子どもの｢学び｣の変容が見られたか,子どもの｢学び｣をエピソード記録や授

業目標の評価等とともに､より客観的に分析していくための一つの資料とすることができるととも

に,結果として,子どもの｢学び｣について共通した指標をもつことにもつながると考える｡

2　活用の意義

授業実践を振り返ったり,充実したものにしたりするために,授業中の子どもたちの様子から,

わたしたち教師の手立てや指導方法等の効果を検討していくことが必要であると言える｡

現在,各学部ではVTRからエピソードを出し合ったり,授業目標の達成度を検討したりしながら,

次の授業実践に向けて, ｢学び｣の三要素から授業改善を行っている｡

それに加えて,一つ一つの授業をこの｢学びの印象度チェックリスト｣を用いて,記録していく

ことにより,授業改善の結果,用いた手立てと子どもの｢学び｣との関連性を整理していくことが

可能となるとともに,授業実践を通した子どもの変容を見る一つのツールとなると考える｡

3　日　的

この｢学びの印象度チェックリスト｣は授業改善後の,授業実践を記録するツールであるととも

に,子ども一人一人の｢学び｣の姿の変容を見るためのツールである｡したがって,この｢学びの

印象度チェックリスト｣は,授業改善を行った際の授業の記録として用い, ｢学び｣の三要素から

授業改善を行ったことが,子どもの｢学び｣の姿にどうつながっていったかを検討する際に用いる

という目的がある｡

4　各チェック項目の選定に当たって

チェック項目の選定に当たっては,田口(1994)の論文中の｢動機づけ行動及び動機づけ方法を

評定するための目録｣を主に参考とし(詳しくは参考文献参照),その項目を,本校の研究理論に

合わせて変更したり,追加したりしながら作成した｡田口の論文を参考にしたのは,子どもの思い

を大切にすることで,子どもが主体となって, ｢学び｣が連続するのではないかという本研究の仮

説に基づくからであるo

田口の評定目録との主な違いは,学習過程上で項目を分けている点,段階を5段階にしてある点,

N (場面なし,観察できなかった)を取り入れた点である｡なお,学習過程ごとに項目を分けてあ

るが,厳密には区別しにくい場合があるので,必ずしも学習過程ごとに区切ってチェックするとい

う意味ではない｡

印象度でチェックするので,教師の主観が入ってくるが,印象度でのチェック記録を蓄積し,項

目間の相関等を検討することで,より信頼度のある必要な項目の精選につながると考える｡

5　活用に関して

授業改善 

｢学び｣の三要素から 

手立ての記録 

授業のエピソード 

目標の達成度の記録 

【授業改善をする際の流れ】

対象:対象児童･生徒(事前に対象児の分担を決めて行う)

｢学び｣の三要素との関連から,授業改善の視点や方

法を導き出す｡ (必要があれば学部研究理論から)

授業改善の視点を基にした授業準備･実施

【学びの印象度チェックリストの活用】

単元･題材終了時

実際に行った授業改善の視点

｢学びの印象度チェックリスト｣の項目の変化

エピソード等の記録の変化

改善点の有効性を見る
際に用いる8

三要素から導き出した授業改善

の視点の有効性など,子どもの姿か

ら検討する｡

その子どもや学習集団にとっ

て有効な手立てと課題点の整理

他の授業場面等での有効な

手立ての共有

【参考文献】

田口則良(1994)　精神遅滞児の認知的動機づけに基づく指導方法の研究　北大路書房
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学部研究での取組

【捜業改善をする際の流れ】

対象:対象児童 ・生徒(事前に対象児の分担を決めて行う)
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【学びの印象度チェックリストの活用】

( 単元題材終了時

• 実際に行った授業改善の視点、

「学びの印象度チェック リスト」の項目の変化

エピソード等の記録の変化

----三要素から導き出した授業改善

の視点の有効性など，子どもの姿か

ら検討する。

【参考文献】

田口則良 (1994)

学びの印象度チェックリスト
作成に当たって

本校ではこれまでも， 一人一人の子どもに対して個人目標に対する評価を行うことで，授業実践

の充実を図り，一定の成果を挙げてきたと考える。 しかしながら，指導目標に対する評価が中心で

あり ，目標達成した子どもの姿が見られたかどうかという点にウェイ卜が置かれていたと言える。

ところで学び」に焦点を当て，授業での目標達成に加え，子どもの思いを大切にすることで

「学びJが連続するのではなし、かと考えた場合，子どもの内面に目を向けながら，子どもの「学び」

をとらえていくことが大切である。つまり ，目標を達成したかどうかとい うこれまでの評価に加え

て学び」を意欲や興味 ・関心等もっと幅広い視点からとらえていくことが必要である。

以上のことから学びの印象度チェ ックリストJを作成 ・活用することで，授業改善を行った

結果，どういった子どもの 「学び」の変容が見られたか，子どもの 「学びJをエピソード記録や授

業目標の評価等とともに、より客観的に分析していくための一つの資料とすることができるととも

に，結果として，子どもの「学び」について共通した指標をもつ ことにもつながると考える。

2 活用の意義

授業実践を振り返ったり，充実したものにしたりするために，授業中の子どもたちの様子から，

わたしたち教師の手立てや指導方法等の効果を検討していくことが必要であると言える。

現在，各学部ではVTRからエピソー ドを出し合ったり，授業目標の達成度を検討したりしながら，

次の授業実践に向けて学び」の三要素から授業改善を行っている。

それに加えて，一つ一つの授業をこの「学びの印象度チェックリス ト」を用いて，記録していく

ことにより，授業改善の結果，用いた手立てと子どもの 「学び」との関連性を整理していくことが

可能となるとともに，授業実践を通した子どもの変容を見る一つのツーノレとなると考える。

3 目的

この「学びの印象度チェックリストJは授業改善後の，授業実践を記録するツーノレであるととも

に，子ども一人一人の「学びj の姿の変容を見るためのツーノレである。 したがって，この「学びの

印象度チェックリストJは，授業改善を行った際の授業の記録として用い学びIの三要素から

授業改善を行った ことが，子どもの「学び」の姿にどうつながっていったかを検討する際に用いる

という目的がある。

各チェック項目の選定に当たって

チェック項目の選定に当たっては，田口(1994) の論文中の「動機づけ行動及び動機づけ方法を

評定するための目録j を主に参考とし(詳しくは参考文献参照)，その項目を，本校の研究理論に

合わせて変更したり，追加したりしながら作成した。田口の論文を参考にしたのは，子どもの思い

を大切にすることで，子どもが主体となって学び」が連続するのではなし、かという本研究の仮

説に基づくからである。

田口の評定目録との主な違いは，学習過程上で項目を分けている点，段階を5段階にしてある点，

N (場面なし，観察できなかった)を取り入れた点である。なお，学習過程ごとに項目を分けてあ

るが，厳密には区別しにくい場合があるので，必ずしも学習過程ごとに区切ってチェックするとい

う意味ではない。

印象度でチェ ックするので，教師の主観が入ってくるが，印象度でのチェック記録を蓄積し，項

目聞の相関等を検討することで，より信頼度のある必要な項目の精選につながると考える。
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資料1　学びの印象度チェックリスト
鹿大附特>ersion201 0

指導の形態( 鋳�

グループ名( �4�8ｸ�ｸ7b��

N-場面なし　観察できなかった　7 -ない,貝られない　2-あまりない

3･･･少し(部分的に)貝られる　4･･･よく貝られる　5-非常rZ (確実に)呉られる

単元.題材名 凵[月日() 

授業改善の視点 冤l 教材.教具:人;自分 lI ll ll ll lt ll ll ll ll ll ll ll ll ll ll ll ll Jl Jl 

対象児童.生徒名 � 

教育的内容 (目標.活動等) � 

過 程 �6�4h6(4靼�m｢��&丶ｲ�

EjEjE] N一十45 

7教師との頼和感が貝られるか. 儂12345 

2集団としての耕和感かL貝られるかo 儂12345 

向 か う �8ｧx�-h,ﾈｯｩ�(*唏､ﾈ.x.ｨ.�*薬�泌C#3CR�4学習の準備を進んで行っているかo 儂ー2345 

5話をしっかりと聞いているか○ 儂ー2345 

6年までの学習との関連を想起しているか○ 儂12345 

7期待だ学習への取り掛かりと結び付いているかo 儂12345 

8教師の説明を理解しているかo 儂ー2345 

9学習の目当ての把握(教材理解)は確実かo 儂ー2345 

70学習rZ対する貝通しをもてている(計画等)か○ 儂ー2345 

か 力ヽ わ る 蝿ｧx�ｨ�:詁ｨ齷Zｨ*�.x竧.��x/�,X*(.�*��ｲ�碑�ｳ#3CR�727h人の行動 �-ﾈｧx�ｨ�:�,hｭhﾅx*ｨ*�.俎9:�*��ｲ�N72345 

73思うようfZ �,X*ｵFﾈ*(,h+�.ｸ*汀vｦﾈ*�,(,H*(.�*��ｲ�N72345 

74教師fZ自L7]1から援助や胃闇を求めるか○ 儂ー2345 

75教師へのかかわりは子と毛から貝られるかo 儂ー2345 

76友達に自分からかかわっているか. 儂12345 

ー7教具を有効 �+�諄,�,H*(.薮(諄*(+�,�+X,H*(.�*薬�Nー2345 

78自分から進んで活動を選択しているか. 儂72345 

79日L7]1なりの解洪方法を貝付けて進めているかo 儂T2345 

見 つ め る �#�(x傾,ﾈﾋ�:�*�.xｴ9WH*ｸ*坪､ﾈ.x.ｨ.�*忠�ｨﾍﾙUﾘ幵��ｲ�碑�ｳ#3CR�

27学h_だことを伝えることができたかo 儂T2345 

22学んだことと既有知識か-結び付いたか○ 儂ー2345 

23)欠へのやりたい意欲だ高まつたか○ 儂t2345 
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資料 1 学びの印象度チェックリスト

指導の形態(

グループ名(

単元・題材名

鹿大附特Version201 0 

) 1 N...場面なし観察できなかっe 1・・ない.貝られない 2…あまりない

グループ)I 3…少し(部分的l之)周られる 4…よく貝られる 5…非常l之(確実l之)周られる

|月日( ) 

授業改善の視点 |教材・教異 人 :自分

対象児童・生徒名

教育的内容

〈目標・活動等〉

過

程 チェック項目 図臼図
N 2 え-a 51 

1 教師との親元日!惑が貝られるか。 1 N 2 3 4 5 

2 集団としての親問!惑が貝られるか。 I N 2 3 4 5 

3 学習への期待ガ貝られるか。 I N 2 3 4 5 

向 14 学習の準備を進九で行っているか。 1 N 2 3 4 5 

5 話をしっかりと聞いているか。 I N 2 3 4 5 
か1-6---今ーま:言語字包ーとあ関連ーを-想定し-tU3云o ー一一r---N-------1一一一乏一一 3一一瓦一-Ei--

7 期待が学習への取り掛かりと結び付いているか。 I N 2 3 4 5 

う18 教師の説明を理解しているか。 I N 2 3 4 5 

9 学習の目当ての把握(教阿理解)は確実か。 I N 2 3 4 5 

1O 学習l之対する男通しを老てている(計画等)か。I N 2 3 4 5 

1 1 学習活動l之自分から取り組九でいるか。 I N 2 3 4 5 

か 11 2 1-巨人の行動は学習活動と関係かある行動か。 I N 2 3 4 5 

13 思うよう12できないところが分かつているか。 I N 2 3 4 5 

か114 教師l之自分から援問ψ質問を求めるか。 I N 2 3 4 5 

15 教師へのかかわりは子と老から貝られるか。 I N 2 3 4 5 

わ116 友達l之自分からかかわっているか。 IN 2 3 4 5 

17 教具を有効l之使っているor使いこなしているか。IN 2 3 4 5 

る118 自分から進九で活動を選択しているか。 I N 2 3 4 5 

19 自分なりの解決方j吉を買付けて進めているか。 IN 2 3 4 5 

見120 仲間の言動から気付きが貝られるか(悶互評価)0I N 2 3 4 5 

つ121 学九だことを伝える之とができ芝か。 I N 2 3 4 5 

め122 学九定之とと既有知識が結び付い芝か。 1 N 2 3 4 5 

る123 次へのやり芝い意欲が高まつ芝か。 I N 2 3 4 5 
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授業実践力に関する自己評価シート
鹿児島大学教育学部附属特別支援学校

氏名l(小中高, 劍齪ﾌ��i&hｷ�-�<�ｴﾈ馼ﾘ��

Ⅰ 授 莱 ������(1)使命感の堅持 ��#3B�

子どもの学びの保証や質の高い授業の提供について.使命感や職責 ��
感.責任感を堅持していると思うかo 

(2)教育的情熱の高揚 ��#3B�

実 �2�子どもたちの存在を中心に据え.情熱的.意欲的に授業設計や実践 ��
鍾 を �4r�8｢�に取り組み,還元していきたいと意識していると思うかo 

(3)研修の重視 ��#3B�

棉 �4��授業の質を高めるため,研修の重要性を認識するとともに,常に学 ��

底 か ら 凾ﾔ意識を堅持していると思うか○ 
｢Ⅰ-1情意エリア｣(平均) 汀�"ｒ�

2 茶��&ﾙ�ｸ.(ｫI�ｲﾉ���)�ｸ,ﾈ*�/�wｲ�1234 支 剪m性を磨き,感性や創造性を豊かにすることが,授業実践に不可欠 ��
ス_ る 侈B�でると認識していると思つかo 

(2)社会性の獲得 ��#3B�

資 仆��ルールの遵守,マナーや人権.福祉感覚の獲得など,社会的な良識 ��

質 能 �4r�8｢�を身に付け,授業に臨むことが不可欠と認識していると思うか○ 

(3)広い教養の獲得 ��#3B�

ア 倡�,x.�+ﾘ+�,ﾉlﾙLﾘ,h,�.俯�,ﾈⅸ*(�ｼh/�/�ｹ�+x.�+ﾘ-�ﾔﾈ*ﾘ自Lｨ."� 
力 剞齧蛯ﾌ教養を身に付けることが不可欠と認識していると思うかo 
(4)自己啓発 ��#3B�

飽くなき追及に支えられ,課題の発見やPDCAサイクルの獲得,自己 ��

改善などに意欲的に取り組もうとしていると思うか○ 
｢Ⅰ-2研鏡エリア｣(平均) 汀�bｒ�

｢Ⅰ授業実践を根底から支える資質.能力｣(平均) �/28() 

Ⅱ 撹 ���ﾞr�(1)ミッション ��#3B�

学習指導要領等の把握や教育課程の理解,全体計画の整備,学校評 ��

価の課題把握,保護者.地域の願いなどをとらえていると思うかo 
(2)家庭状況や地域情報 ��#3B�

演 �i.ｸｬ(ｺｸ.)gｹ�ﾂ饐ｸﾎﾈ�(,ﾈｯ9eﾒﾉ�h孜~�&闔hｬ(ｺｸ,�,r韈�,x.�/�� 

把 梶 偃h.穐ｨ*ﾘｬ(ｺｸ,ﾈ�饑�,�,x/�,h.x*h,H*(.�,h輊*H*薬�
(3)学校や豊塾.学級の様子 ▲ ��#3B�

エ 乂yX8.(ｧyYH,ﾉ?ｨ毎,h+ｸ,ﾉ�Bﾈｧxｸ�>�.(ｧrﾂﾉ>�,ﾉ?ﾈｭI�ﾈ.(��,ﾂ� 

業 実 �8｢�4��特性などの情報をとらえていると思うかo 

(4)子どもの様子 ��#3B�

践 の 中 剋qども一人一人の発達段階や教育的ニーズ,障害の状態や特性等の ��

個々の情報をとらえていると思うか○ 
(5)生涯をみた状況の把握 ��#3B�

核 を 支 え 剌A学前や卒業後の子どもたちを取り巻く状況や,障害者施策等につ ��
いての情報をとらえていると思うかo 

｢Ⅱ-1状況把握エリア｣(平均) 汀#�ｒ�

2 哩 茶�傚I+(ﾛ�6h�ｸ5饂ｩ�ﾒ�1234 る 資 質 舵 力 剏沚ｸ結果や個別の教育支援計画や個別の指導計画,引継ぎ書など, ��
様々なデータを引き継ぎ,個々の変容などをとらえていると思うかo 

(2)観察データ等の分析 ��#3B�

解 分 �?ｨ�ﾘ,ﾈｧxﾕｨ.(ｧxｸ�>�,�*�*�.��hｨ�,ﾉvﾈ��.(ﾅr闌�X檍ｨ�:篳�ｼh,ﾂ� 
様子などを観察.分析するなどの活用をしていると思うか○ 

(3)学習指導要領等の確認.理解 ��#3B�

柿 乂x�轌;�wi|ﾉ9�/�F8環隕ﾙDh+Rﾈｻ8支攣/h,ﾉ])�ﾈ.(+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈﾇh枌� 
エ リ �9�,�*(*�+ｸ*H,h+X,H*(.�,h輊*H*薬�

(4)発達段階や発達特性,障害-の理解 ��#3B�
ア 價ﾙ$)&丶ｸ.)Jﾙ$)<��ｲﾈ��･�9�/�:X-ﾈ*h,B韈�,x.�,ﾈ攣��/�;�*ｸ�+Rﾂ� 

目標設定や環境の調整,授業等へ生かしていると思うかo 
(5)教材分析 ��#3B�

教育課程や教育的ニーズ等を踏まえ,子どもの実態に応じた教材の ��
分析や指導目標の設定などに取り組んでいると思うかo 

Ⅱ 撹 亦���｢Ⅱ-2理解.分析エリア｣(平均) 汀#�ｒ�

3 描 茶�假hｼh,ﾈ6h5X4892稲��1234 

指導目標や子どもの学習状況,子どもの実態や興味.関心などを踏 ��
莱 実 凾ﾜえ,指導計画や学習指導案などを作成していると思うかo 

(2)授業のデザイン(丑 ��#3B�

鍾 の 中 儺Tの役割と意義を理解し.授業ミーティングを行い,役割分担を明 ��

確にしながら授業案を計画し,授業に臨んでいると思うかo 
(3)授業の実際 ��#3B�

核 �;��指導計画や進捗状況.子どもたちの学びの達成度や様子などを踏ま ��
を 支 �4r�8｢�え.授業に取り組んでいると思うかo 

(4)授業の評価 ��#3B�

え �4��学習指導要領や教育課程等の目標及び子どもの教育的ニース等に基 ��

る 凾ﾃき,様々な見取りや評価方法を駆使しながら,子どもたちの学習状 

資 質 能 力 刹ｵ等を評価し,次の指導に生かすことができていると思うか○ 
(5)授業の分析 ��#3B�

子どもたちの学習状況や達成状況などを的確に把握し,記録.分析 
して指導に生かすことができていると思うかC ��

(6)授業の改善 ��#3B�

質の高い授業の提供を目指し.授業分析等を活かしながら指導法の ��
工夫.改善に取り組んでいると思うかo 

｢Ⅱ-3指導エリア｣(平均) 汀#Bｒ�

｢Ⅱ授業実践の中核を支える資質.能力｣(平均) �/64() 

Ⅲ 授 莱 ���8��(1)授業実践の評価.改善 ��#3B�

pDCAサイクルを獲得することで,客観的かつ適切な評価を下し, ��

自己改善につなげていると思うかo 
(2)授業環境の改善.活用 ��#3B�

タ 倡�,x.�+ﾘ+�/�竧.穐ｨ*ﾘｬ(ｺｸ,ﾉ�餔X,hﾔ姥h,偃h.��x-ﾒﾈ淤��+x.�,h,b�
評 価 �.�,鎚ｻ8支ｨ�:�,乖駅�+X.h*H,h+X,H*(.�,h輊*H*薬� 

(3)危機管理 ��#3B�

工 ��ﾙ?ｨﾚ�*�.x���9�鞜H/�ﾋ�+h��,x.�+ﾘ+�/�竧.�*ﾘ�8ｻX,�.h*ﾙG｢�

銭 の �8｢�4��慮するなどの危機管理意識をもっていると思うかo ��

(4)情報処理 ��#3B�

マ 剋qどもたちとのかかわりや同僚との情報交換,保護者等かbの情報 ��

ネ ジ メ 剋繒Wなど,情報収集や分析,整理がなされていると思うかo 
｢Ⅲ-1メタ評価エリア｣(平均) 汀�bｒ�

2 茶�仄i:ﾘ,ﾈｨ��ｸ峇��5(�ﾘuH+�粐粐��2ﾒ�1234 

ン �5"�同､貝と青交や息父や言に取り州み,目互の研.に ��

ト に �8b�励んでいると思うかo 

(2)連携の充実 一_ ��#3B�

係 ��保護者や地域の方々との積極的な情報父換や異校種の教員,教育行 ��
る 工 �5����政や大学との相互研鏡等の教授など連携に取り組んでいると思うかo 

(3)個に応じた支援体制の確立 ��#3B�

リ �5b�子どもの実態や各ニース等を踏まえ,補充.発展的な取組を工夫す ��

ア ����92�るなど,個々に応じた支援体制の確立に取り組んでいると思うかo 

(4)分掌等の充実 ��#3B�
エ �XｭH,ﾈ�8ﾊ�.)�(,ﾈﾏ�9�/�ｨ�ｸ+8+帝�ｨﾍﾘ,ﾉZｨ琪ｴ�Eﾈ/�自�r�

リ 俘(-�.�+�,h,X轌;��ﾉ�y9�,ﾈｦﾙzx,偃h.��x/�,X*(.�,h輊*H*薬� 

ア �(ubﾓ(5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x984x8ｨ4�2閏ﾘｼ��/16() 

｢Ⅲ授業実践のマネジメントに係るエリア｣(平均) �/32() 

【評価基準】 1　-　適切な資質･能力の定着には課題がある｡
2　-　適切な資質･能力の定着が十分とは言えない｡
3　-　適切な資質･能力が身に付いている｡

4　-　適切な資質･能力が十分に身に付いている｡

自己診断結果の確認(自己評価に関する改善策等)

*　｢H21職員研修モデルカリキュラム開発プログラム(独立行政法人教員研修センター採択事業｣ (鹿児島大学)における

授業実践力診断カルテ及び教育実習における評価(慶大附属特別支援学校)を参考に作成した｡

減
u
t
#
N

E rrr -2 理解・分析エリアJ(平 均) /20 ( 

(1) 授業のデザイン① 1 2 3 4 

授 指導目標や子どもの学習状況，子どもの実態や興味・関心などを踏

業 まえ，指導計画や学習指導案などを作成していると思うか。
実 (2) 授業のデザイン盆 2 3 4 

践 3 TTの役割と意義を理解し授業ミーティングを行い，役割分担を明

の 確にしながら授業案を計画し授業L臨んでいると思うか。

中 指 (3) 授業の実際 2 3 4 

核 導 指導計画や進捗状況，子どもたちの学びの達成度や様子などを踏ま

を 工 え，授業に取り組んでいると思うか。

支 (4) 授業の評価 1 2 3 4 

え ア 学習指導要領や教育課程等の目標及び子どもの教育的ニーズ等に基

る づき，様々な見取りや評価方法を駆使しながら，子どもたちの学習状

資 況等を評価し，次の指導に生かすことができていると思うか。

質 (5) 授業の分析 2 3 4 

子どもたちの学習状況や達成状況などを的確に把握し，記録・分析

有色 して指導に生かすことができていると思うか。

力 (6) 授業の改善 2 3 4 

質の高い授業の提供を目指し授業分析等を活かしながら指導法の
工夫・改善に取り組んでいると思うか。

rrr -3 指導エリアJ(平 均) /24 ( 

rrr 授業実践の中核を支える資質・能力J(平 均) /64 ( 

(1) 授業実践の評価・改善 2 3 4 

1 PDCAサイクルを獲得することで，客観的かつ適切な評価を下し，

自己改善につなげていると思うか。
E メ (2) 授業環境の改善・活用 1 2 3 4 

タ 子どもたちを取り巻く環境の整備とる工と夫思にう取かり。組み，改善するとと
授 E平 もに，教育活動に活用しようとしてい

業 価 (3) 危機管理 2 3 4 

実 エ 常日頃から安全対策等を講じ，子どもたちを取り巻く状況によく配
践 慮するなどの危機管理意識をもっていると思うか。

の ア (4) 情報処理 2 3 4 I 

マ 子どもたちとのかかわりや同僚との情報交換，保護者等からの情報

ネ 収集など情報収集や分析，整理がなされていると思うか。

エノ rrn -1 メタ評価エリアJ(平 均) /16 ( 

メ 2 (1) 協働の活性化 2 3 4 
ノ、 コ 同僚職員と情報交換や意見交換や助言等に取り組み，相Eの研績に

トミ 励んでいると思うか。
二L (2) 連携の充実 2 3 4 

係 保護者や地域の方々との積極的な情報交換や異校種の教員，教育行

る ケ 政や大学との相E研鎧等の教授など連携に取り組んでいると思うか。

エ (3) 個L応じた支援体制の確立 2 3 4 

:ノ 子どもの実態や各ニーズ等を踏まえ，補充・発展的な取組を工夫す

ア ヨ るなど，個々に応じた支援体制の確立に取り組んでいると思うか。

ン (4) 分掌等の充実 2 3 4 

エ 職員聞の意見や情報の交換等を活性化させ，相Eの分掌機能を一層
高めることで，指導体制等の確立に取り組んでいると思うか。

ア rrn-2 コミュ二ケーションエリアJ(平 均) /16 ( 

rrn 授業実践のマネジメント 1:.係るエリアJ(平 均) /32 ( 

適切な資質・能力の定着には課題がある。
2 適切な資質・能力の定着が十分とは言えない。
3 適切な資質・能力が身に付いている。
4 = 適切な資質・能力が十分に身に付いている。

(「一白印一己訪哨診開…断

* rH21職員研修モデル力リキユラム開発ブ口グラム (独立行政j法去人教員研修センタ一f係采+択尺事業J(鹿児島大学)における
授業実践力診断カルテ及び教育実習における評価 (鹿大附属特別支媛学校)を参考に作成した。

【評価基準】

氏 名 ( 小中高 ) 自己診断及び特記事項

(1) 使命感の堅持 1 2 3 4 

1 子どもの学びの保証や質の高い授業の提供について，使命感や職責

授 感，責任感を堅持していると思うか。
業 '1青 (2) 教育的情熱の高揚 1 2 3 4 

実 意 子どもたちの存在を中心に据え，情熱的・意欲的に授業設計や実践
践 コこ に取り組み，還元していきたいと意識していると思うか。

を (3) 研修の重視 1 2 3 4 

根 ア 授業の質を高めるため，研修の重要性を認識するとともに，常に学

底 ぶ意識を堅持していると思うか。
か r 1 -1 情意エリアJ(平均) /12 ( 

b (1) 知性や感性，創造性のかん養 1 2 3 4 

支 2 知性を磨き，感性や創造性を豊かにすることが，授業実践に不可欠

え であると認識していると思うか。

る 石汗 (2) 社会性の獲得 2 3 4 

資 S賛 jレールの遵守，マナーや人権・福祉感覚の獲得など，社会的な良識

質 ヱ を身に付け，授業に臨むことが不可欠と認識していると思うか。
(3) 広い教養の獲得 2 3 4 

能 ア 子どもたちの模範となる質の高い授業を提供するため，広く一般や

力 専門の教養を身に付けることが不可欠と認識していると思うか。
(4) 自己啓発 2 3 4 

飽くなき追及に支えられ，課題の発見やPDCAサイクルの獲得，自己
改善などに意欲的に取り組もうとしていると思うか。

r 1 -2 研鑓エリアJ(平均) /16 ( 

r 1授業実践を根底から支える資質・能力J(平 均) /28 ( 

(1) ミッション 2 3 4 

学習指導要領等の把握や教育課程の理解，全体計画の整備，学校評

価の課題把握，保護者・地域の願いなどをとらえていると思うか。
状 (2) 家庭状況や地域情報 1 2 3 4 

況 家庭環境や本人・保護者の希望，生育暦，地域環境など，子どもを

E 把 取り巻く環境の情報などをとらえていると思うか。
握

(3) 学校ややど望由学豊情部報回学を目紐白樺子
2 3 4 

授 ヨこ 学校 標とその実態，学級内や学部内の人間関係や個々の

業 特性な とらえていると思うか。
実 ア (4) 子どもの様子 1 2 3 4 

践 子ども一人一人の発達段階や教育的ニーズ，障害の状態や特性等の

の 個々の情報をとらえていると思うか。

中 (5) 生涯をみた状況の把握 2 3 4 

核 就学円IJや卒業後の子どもたちを取り巻く状況や，障害者施策等につ

を いての情報をとらえていると思うか。
支 r rr -1 状況把握エリアJ(平均) /20 ( 

え (1) 諸調査データ分析 2 3 4 

る 2 検査結果や個別の教育支援計画や個別の指導計画，引継ぎ書など，
資 様々なデータを引き継ぎ，個々の変容などをとらえていると思うか。

質 理 (2) 観察データ等の分析 2 3 4 

角草 日常の学校や学級内における生活の様子や係 ・委員会活動，授業の

能 様子などを観察・分析するなどの活用をしていると思うか。
力 分 (3) 学習指導要領等の確認・理解 1 2 3 4 

析 学習指導要領等を把握・確認し教育課程の編成やそれぞれの計画

エ 等にいかそうとしていると思うか。
(4) 発達段階や発達特性，障害への理解 2 3 4 

ア 発達段階や発達特性，障害等を踏まえて，子どもの課題を導き出し
目標設定や環境の調整，授業等へ生かしていると思うか。

(5) 教材分析 1 2 3 4 

教育課程や教育的ニーズ等を踏まえ，子どもの実態に応じた教材の
分析や指導目標の設定など1:.取り組んでいると思うか。

授業実践力に関する自己評価シート
鹿児島大学教育学部附属特別支援学校

N 
σ3 



全体研究ポストアンケート

研究のまとめの参考とさせていただきますので,以下の質問にお答えください｡

1　所属学部に○印を付けてください｡

(小･中･高･その他)

2　以下の質問に対して, ①～⑤のいずれか一つを選んで○印を付けてください｡

①全く思わない ��輊.ﾘ,�*"�③どちらでもない �8輊*B�⑤とてもそう思う 

※　なお,

<お願い>
アンケートによる回答に責任をもつ意味でも,すべての回答に対するコメント

欄にその理由を書いてください｡

(1 )　研究の対象とした授業実践を通して,子どもの学びの姿をこれまでよりとらえることができ
るようになったと思いますか?

①　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※①.②.③と答えた方はその理由を,㊨,⑤と答えた万は,関連していると考えられることを異体的 
に書いてくださいo 

(2)　研究の対象とした授業実践において,一人一人の子ともにより望ましい学習活動の設定及び
指導方法の工夫ができるようになったと思いますか?

(D　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※①.②.③と答えた方はその理由を,㊨.⑤と害えた万は,関連していると考えられることを具体的 
に書いてください○ 

(3)　研究の対象とした授業実践において,三要素(教材･教具,友達や教師,自分)を用いた授
業改善により,授業が-単位時間内及び次の授業へつながったと思いますか?

@　　　　@　　　　@　　　　@　　　　@

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※①.②.③と害えた方はその理由を,㊨.⑤と害えた方は,関連していると考えられることを異体的 
に書いてくださいo 

(4)　研究の対象とした授業実践において.三要素(教材･教具,友達や教師,自分)を用いた授
業改善により,子どもの学びの姿がこれまでと変わったと思えるところがありましたか?

①　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※①.②.③と答えた万はその理由を,④.⑤と答えた方は,どのようなことが子どもの姿に影響した 
と思うかについて具体的に書いてください○ 
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置出量諸Mij，居彊圃圃菌E・E・全体研究ポストアンケート

(1 ) 研究の対象とした侵業実践を通して，子どもの学びの姿をこれまでよりとらえることができ
るようになつだと思いますかっ

⑤ 
とてもそう思う

③ ④  
ど「らでもない |思う

① ②  
全く思わない思わない

※ ① ・② ・③と苔えた方はその理白を，④ ・⑤と答えた方は.関連レていると考えられることを具体的

に書いてください。

以下の質問にお答えください。研究のまとめの参考とさせていただきますので，

所属学部lこO印を付けてください。

その他口同中‘‘‘. 

1
1
1
J
 

j
 

(2) 研究の対象とレだ}受業実践において， 人 人の子どもにより望ましい学習活動の設定及び
指導方法の工夫ができるようになったと思いますか?

⑤ 
とてもそう思う

③ ④  
どちらでもない 思う

① ②  
全く思わない 思わない以下の質問に対して， ①~⑤のいすれか一つを選んでO印を付けてください。2 

※ ① ・② ・③と答えた方はその理由を. ④ ・⑤と答えた方は，関連していると考えられることを具体的
に書いてください。

⑤とてもそう思う④思う③どちらでちない②思わない①全く思わない
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(3) 研究の対象とした毘業実践において， 三要素(教材 ・教具，友達や教師，自分〉を用いた授
業改善により，授業が一単位時間内及ひ、次の授業へつながったと思いますか?

⑤ 
とてもそう思う

③ ④  
どちらでもない 思う

① ②  
全く号、わない思わない

くお願い>
アンケートによる回答に責任をもっ意味でち，すべての回答に対するコメント

欄にその理由を書いてください。

※ ① ・② ・③と答えだ方はその理由を. ④ ・⑤と答え疋万は，関連していると考えられることを具体的

に書いてください。

(4) 研究の対象とした授業実践において， 三要素(教材 ・教具，友達や教師，自分〉を用い疋授
業改善により，子どもの学びの姿がこれまでと変わつだと思えるところがありましたか?

⑤ 
とてもそう思う

③ ④  
どちらでもない 思う

① ②  
全く思わない 思わない

※ ① -② ・③と答えた方はその理由を， ④ ・⑤と答えた方は.どのようなことが子どちの姿に影響した
と思うかについて具体的に書いてください。



(5)　活用場面を明確に意園した授業実践を通して,これまでの授業実践と変わったと思えると
ころがありましたか?

(D　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※,U7).②.③と答えた万はその理由を,④.⑤と答えた万はどのような点が変わつたと思うか具体的に 
書いてください○ 

(6)　習得型と活用型を意識した指導計画の立案や授業実践を通して,一人一人の子どもに何を
ねらうかがこれまでより明確になったと思いますか?

(丑　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※8).②,③と害えた万はその理由を,㊨.⑤と答えた万はどのような点が変わつたと思うか具体的に 
書いてくださいo 

(7)　活用を意図した授業実践を通して,教師側の意識として,活用場面での実践につながりやす
くなったと思いますか?

①　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思才つない　思才つない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※①.②.③と答えた方はその理由を,㊨.⑤と答えた方はどのようなことか具体的に書いてくださいo 

(8)　活用を意図した授業実践を通して,子どもの豊から見て,授業実践と活用場面での実践とが
関連付いたと思いますか?

①　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※　① ･ ② ･ ③と答えた万はその理由を, ㊨ ･⑤と害えた方はどのようなことか具体的に書いてください｡

(9)　3回の授業実践を通して,子どもの姿から,内面の思い(｢できた｣ ｢わかった｣ ｢実感｣ ｢自
己効力感｣等)を捉えることができましたか?

(D　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思才つない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※　①～⑤と答えた万は.その意識の変化や理由があれば具体的に書いてください｡

(1 0)　三要素(教材･教具,友達や教師,自分)は授業実践上の指導方法の工夫や,学習活動
の設定,授業改善に一定の効果があったと思いますか?

(D　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思才つない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※(丑.②.③と答えた方はその理由を,㊨.⑤と答えた万は,どの部分に生かされていると思うかとい 
う理由を書いてくださいo 

(1 1 )　｢学びの印象度チ=ツクリスト｣は,授業実践記録や授業を見る共通した視点,子どもの
姿の把握にとって,有効だったと思いますか?

(D　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤

全く思わない　思わない　どちらでもない　　思う　　とてもそう思う

※①～⑤と答えた方は,その理由を具体的に書いてくださいo 

(1 2)　｢学びの印象度チェックリスト｣における更なる改善点としてどんな点があると思います
か?

自由記述でお願いしますo 

(1 3)　3回の取組を通して, ｢学び｣のつながりとひろがりにおいて,更に効果的と思われる取組
としてどんな内容が考えられますか?

自由記述でお願いします○ 

(1 4)　今回の取組を通して, ｢授業実践力に関する自己評価シート｣において,その結果を生かし,
教師の力量形成につながるような取組としてどんな取組が考えられると思いますか?

自由記述でお願いします｡

御協力ありがとうございました｡

(1 0) 三要素(教材 ・教具，友達や教師，自分〉は授業実践上の指導方法の工夫や，学習活動
の設定， 授業改善に 定の効果があったと思いますかっ置出量盟ゆ扇子層調舗圃菌E・E・

⑤ 
とてちそう思う

③ ④  
ど?らでもない |思う

① ② 
全く思わない 思わない

※ ① -② ・③と答え疋方はその理由を，④ ・⑤と答えた万は，どの部分に生かされていると思うかとい
う理由を書いてください。

(5) 活用揚面を明確に意図レた授業実践を通して，これまでの授業実践と変わったと思えると
ころがありましたか?

⑤ 
とてもそう思う

③ ④  
ど?らでもない |思う

① ②  
全く思わない 思わない

※ ① ・② -③と答えた方はその理由を，④ -⑤と答えた方はどのような点が蛮わったと思うか具体的に
書いてください。

(1 1 ) 学ひ、の団象度チェックリス ト」は，授業実践記録やj受業を見る共通した視点，子どもの
姿の把握にとって，有到だったと思いますかっ

⑤ 
とてもそう思う

③ ④  
どちらでもない 思う

① ② 
全く思わない 思わない

(6) 習得型と活用型を意識した指導計画の立案や}受業実践を通して，一人一人の子どもに伺を
ねらうかがこれまでより明確になったと思いますか?

⑤ 
とてちそう思う

③ ④  
ど?らでちない |思う

②
閉山わ

①
一
) ※ ①~⑤と答えた方は.その理由を具体的に書いてください。

※ ① ・② ・③と答えた方はその理由を， ④ ・⑤と笛えだ方はどのような点が変わっEと思うか具体的に
書いてください。

日 2) 学びの印象度チ工ツクリス ト」における更なる改善点としてどんな点があると思います
かつ

(7) 活用を意図しだj受業実践を通して，教師側の意識として，活用揚面での実践につながりやす
くなったと思いますか?

自由記述でお願いします。⑤ 
とてもそう思う

④
間な

③
百らち

ー
と

①②  
全く思わない 思わないトJ

Cわ

※ ① ・② ・③と答えた方はその理由を， ④ ・⑤と答えた方はどのようなことか具体的に書いてください。

(1 3) 今回の取組を通して， 1学び」のつながりとひろがりにおいて，更に苅果的と思われる取組
としてどんな内容が考えられますか?

(8) 活用を意図したl受業実践を通して，子どもの姿から見て， 1受業実践と活用揚面での実践とが
関連付いたと思いますか?

自由記述でお願いします。

-つ思

⑤
一わちて

ーー

と

③④  
どちらでもない 思う

① ② 
全く思わない 思わない

(1 4) 今回の取組を通して， 1授業実践力に関する自己評価シート」において，その結果を生かし，
教師の力量形成につながるような取組としてどんな取組が考えられると思いますかっ

※ ① ・② ・③と答え正方はその理由を，④ ・⑤と答えた方はどのようなことか具体的に書いてください。

E"J髭剖函諮藩宙開園菌E・E・
自由記述でお願いします。

(9) 今回の授業実践を通して，子どもの姿から， 内面の思い (1できだJ1わかったJ1実感J1自
己刻力感」等〉 を捉えることができましたかっ

⑤ 
とてもそう思う

③ ④  
どちらでもない 思う

① ② 
全く思わない 思わない

御協力ありがとうございました。

※ ①~⑤と答えた方は，その意識の変化や理由があれば具体的に書いてください。


